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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第二管区海上保安本部、海洋情報部、尾関です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日は、2019年の海洋調査実施状況について、紹介させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、海流観測ですが、本庁所属の測量船によって、本州東方、及び日本海北部で実施する予定でしたが、測量船の運用計画上、実施することができませんでした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、潮汐観測ですが、当庁所管の常設験潮所である、竜飛、釜石の2か所で実施している他、2019年12月までに、簡易験潮器を用いて、大間、尻屋岬、大湊、能代の4か所で、臨時潮汐観測を実施しました。

今年度中にさらにもう1か所、石巻で、臨時潮汐観測を実施予定です。

参考ですが、釜石験潮所は、験潮所周辺で防波堤を築造中であり、スライド右下の写真のとおり、現在、防波堤の一部が完成しています。

この防波堤築造工事による、験潮所への影響は、今のところ、確認されておりません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
海流観測を実施する目的は、日本周辺の海況を把握することにより、航海者等へ安全情報を提供すること、及び漂流予測の精度を向上させることです。

主な調査項目は、測量船に搭載したADCPによる流況観測、及びXBTによる表層水温観測です。

当管区では、ここ数年、津軽暖流の東方への張り出し、及び管区沿岸の対馬暖流の状況把握を主な目的とした海流観測を計画、実施しています。

一例ですが、スライド左側の図は、昨年度実施した、測量船による観測結果です。

これを、二管区海洋速報を作成するにあたり、想定流線を描く目安として利用しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
潮汐観測の目的は、海図の最低水面の維持管理、潮汐表の精度向上、水路測量等の各種海上活動に必要な情報提供です。

海図の水深は、潮汐で一番下がった時の海面の高さである最低水面を基準としており、平均水面、最高水面、及び最低水面一覧表をインターネットで公表しています。

また、環境変化に伴う海面変動を、潮汐観測により把握することで、海上保安庁で作成している潮汐表の精度を向上させています。

さらに、常設験潮所で観測したデータはインターネットを通じ、5分間隔の潮位をリアルタイムで提供しており、誰でも閲覧、利用できるようにしています。

以上で発表を終わります。

ご清聴、ありがとうございました。
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